
　

全
国
的
な
屋
外
広
告
物
適
正
旬
間
に

あ
わ
せ
、
市
と
県
で
は
屋
外
広
告
物
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間

　

９
月
１
日
（
木
）〜
10
日
（
土
）

▼
実
施
内
容

①
屋
外
広
告
物
法
に
つ
い
て
の
規
制

法
令
の
普
及
啓
発

②
道
路
上
等
に
掲
出
さ
れ
た
屋
外
広

告
物
法
に
違
反
す
る
広
告
物
（
は

り
紙
、
は
り
札
、
広
告
旗
ま
た
は

立
看
板
等
）
の
撤
去
作
業

　

③
違
反
広
告
物
是
正
の
取
り
組
み

　

h
都
市
計
画
課

　
　

f（
２
２
）０
９
０
４

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
少
し
ず
つ
日

没
時
間
が
早
ま
り
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間

に
か
け
て
の
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の
増
加

に
よ
る
交
通
事
故
に
つ
い
て
も
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
▼
運
動
期
間

　

９
月
21
日
（
水
）〜
30
日
（
金
）

▼
運
動
の
基
本

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

▼
運
動
の
重
点
事
項

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・　
　

　

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　

夜
間
外
出
時
は
反
射
材
を
着
用

し
、
自
転
車
に
乗
る
時
は
前
照
灯

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　

の
徹
底

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
な
い
と
、
衝
突
時
に
ハ
ン
ド
ル

や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ

た
り
、
車
外
に
放
出
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
、
重
大
な
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
脳
の

機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
ま
す
。
飲
酒
し

た
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

h〝
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
〞　　
　

　
　

 

交
通
安
全
推
進
協
議
会

　
　
（
事
務
局　

交
通
対
策
課
）

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

８
年
間
使
用
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
法
律
で
取
り
替
え
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
対
象
と
な
る

メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
２
月
末
ま
で
の
間

に
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
事
前
に

ハ
ガ
キ
で
予
定
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
お
知
ら
せ
し
た
日
時
が
都
合
の
悪
い

方
は
、
水
道
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。）

▼
要　

領

　

１
．交
換
は
、
高
島
市
が
委
託
し
た

業
者
が
行
い
ま
す
。

　

２
．作
業
員
は
、
身
分
証
明
書
と
腕

章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。 

　

３
．作
業
の
際
は
、
宅
地
内
に
立
ち

入
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

４
．交
換
す
る
メ
ー
タ
ー
と
作
業
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
．交
換
時
の
立
ち
会
い
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

h
水
道
課

　
　

f（
２
２
）６
８
３
８

　

９
月
を「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

と
定
め
、
集
中
的
に
啓
発
行
事
を
行
い

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題

へ
正
し
い
理
解
と
認
識
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

い
っ
さ
い
の
差
別
の
解
消
を
目
指
し
ま

す
。

　

日
本
で
は
未
だ
に
差
別
事
象
な
ど
が

発
生
す
る
な
ど
、
人
権
尊
重
の
理
念
が

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
同
和
問
題
は
、
基
本
的
人
権
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
、

一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

h
人
権
施
策
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
４

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
に
よ
り
、

高
島
市
の
農
政
関
係
事
務
を
担
当
し
て

き
た
滋
賀
農
政
事
務
所
と
大
津
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
新
た
に
９
月
１
日

に
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
編
さ

れ
ま
す
。

　

大
津
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
等
の
農
業
経
営
の
安
定
や

農
山
漁
村
の
６
次
産
業
化
、
食
の
安

全
・
安
心
の
確
保
、
統
計
調
査
な
ど
の

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

h
近
畿
農
政
局　
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

大
津
市
打
出
浜
３―

49

　
　

f
０
７
７（
５
２
２
）４
２
６
１

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
大
き

な
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
事
業
主
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
経
営
面
と
労
働
面

の
相
談
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
無
料

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　《
滋
賀
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
》

　

コ
ラ
ボ
し
が
21
（
大
津
市
打
出
浜
）

　
　

滋
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
所
内

　
　

f
０
７
７（
５
２
６
）３
７
６
０

《
湖
北
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー
》

 

（
長
浜
市
港
町
）

　
　

f
０
７
４
９（
６
３
）１
５
６
３

　　

h
滋
賀
労
働
局　

賃
金
室

　
　

f
０
７
７（
５
２
２
）６
６
５
４

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
は
、

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
作
業
が
始
ま
り
ま
す

滋
賀
県
最
低
賃
金
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

滋
賀
農
政
事
務
所
、
大
津

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
が

９
月
か
ら
再
編

　７月25日に朽木宮前坊区で
今年度最初の “ごめんやす市長
です　まちづくり懇談会”を開
催させていただきました。懇談
会では、「人口減少に対する抜
本的な施策はあるか。」とのご
質問をいただきました。その他
にも環境問題、教育、防災など
について、ひざをつき合わせて、
意見交換をさせていただきまし
た。

　人口減少については以前にも
他の区でご質問をいただいたこ
とがあり、広報誌の人口の動向
を見るにつけ、毎月減少してい
ることに憂慮いたしておりま
す。
　国勢調査によると合併時約
５万５千人であった人口が今は
約５万３千人となっています。
　
　人口減少を一つの事業でくい
止めることは難しいと思ってお
ります。産業、教育、福祉、道
路など生活基盤を総合的によく
していくことが大切です。８月
号の「広報たかしま」で“もっと、
ずっと住みたいまちへ！　若者
定住促進プロジェクト”をご紹
介させていただいています。そ

のほかにも高島市の魅力をもっ
ともっとPRしていくことで、
高島市が元気なまちになればと
考えています。
　
　また、地域審議会、まちづく
り委員会など様々な会議でも、
多くのご要望やご意見をいただ
いております。そうした課題や
問題点に即対応し、ひとつひと
つ解決することによって、高島
市を元気にし、住みよい、住み
たいまち“びわ湖源流の郷たか
しま”をつくっていくのだとい
う思いを持っています。

お知らせ

市長の手帳 住みよい、暮らしやすい、
元気な“まち”を目指して！
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